
 

本市では、長期的な施設再編の方向性や中期的な具体的取り組みを位置付けた「横須賀市ＦＭ戦

略プラン」を策定しました。このプランでは、旧耐震基準で整備された青少年の家などを中心に、

建物の廃止を進めていく一方で、必要な機能はできるだけ維持していく方針です。 

つきましては、現在、皆様が青少年の家で行っている具体的な活動などをお聞きし、今後の公共

施設に求められる機能を検討する際の参考にしたいと考えておりますので、アンケートにご協力を

お願いいたします。 
 
＜回答方法＞以下の設問について、あてはまる番号を選び、〇印で囲むまたは記入してください。 

１．あなた自身のことについて 

問１－１ 回答いただく方 

 

 

問１－２ 年齢(保護者がご記入の場合は、利用児童の年齢) 

 

 

 

問１－３ お住まいの地域(町名を記入してください（例：追浜町、坂本町、久里浜）) 

 

 

問１－４ 主に利用している青少年の家 

 

 

 

問１－５ 青少年の家利用時の主な交通手段 

 

 

２．青少年の家の利用について 

問２－１ 利用頻度 

 

 

問２－２ よく利用する時間帯(１つだけ〇) 

 

 

問２－３ 予約の有無 

 

 

問２－４ 主に一緒に活動（利用）する人数 

 
 
 

１：乳幼児   ２：小学生   ３：中・高生   ４：小・中・高生以外の 10～20 代   ５：30 代   ６：40 代 

７：50 代    ８：60 代    ９：70 代以上 

１：市内在住（町名を記入⇒               ）     ２：市外在住 

１：電車   ２：バス   ３：自家用車   ４：自転車・バイク   ５：徒歩 

１：月１回以下   ２：月２～３回   ３：週１～２回   ４：週３～４回   ５：週５回以上 

１：9：00～12：00   ２：12：00～15：00   ３：15：00～18：00   ４：18：00～21：00 

１：利用者本人   ２：利用児童の保護者   ３：施設は利用していない（以下、回答可能な設問のみ記入） 

裏面に続く↓ 

１：１人   ２：２～３人   ３：４～５人   ４：６～７人   ５：８人以上 

１：追浜   ２：逸見    ３：坂本     ４：衣笠    ５：森崎    ６：大津   ７：浦賀 

８：鴨居   ９：久里浜  10：北下浦   11：武山   12：大楠   13：池上 

１：主に予約して利用（団体）   ２：主に予約なしで利用（個人） 

青少年の家廃止と今後も必要な公共施設の機能に関するアンケート 



問２－５ 具体的な活動内容(以下から上位３つをご記入ください⇒) １位    、２位    、３位     

 

 

 

 

 

 

問２－６ 廃止により心配になること(以下から上位３つをご記入ください⇒)１位    、２位    、３位     

 

 

 

 

 

 

３．居場所機能について 

 横須賀市では、青少年の家や老人福祉センターの廃止にあたり、他の公共施設内に、世代を問わ

ず、予約なしで気軽に利用できるフリースペース（居場所機能）の設置を検討しています。 

このことについて、ご意見をお聞かせください。 

◆居場所機能のイメージ(以下から上位３つをご記入ください⇒) １位    、２位    、３位     

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他、青少年の家廃止後も必要と思われる機能についてご意見があればご記入ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終了です。 

記入後、〇月〇日までに、このアンケートを受け取った施設に設置の回収箱へご提出ください。 

ご協力いただき、誠にありがとうございました。 
 

１：軽運動（卓球）     ２：卓球以外の軽運動（ダンス・球技など）  ３：講座・研修・創作活動  ４：会議 

５：遊戯（ゲームなど）    ６：趣味活動(囲碁・将棋）    ７：音楽活動    ８：演劇    ９：読書・学習 

10：その他（具体的な活動内容をご記入ください） 

（記入欄） 

１：多世代と交流し、新たなつながりが生まれるスペース     ２：友人と会話が弾みやすいスペース 

３：一人で落ち着いて過ごせるスペース       ４：賑やかで飲食自由なスペース 

５：静かな空間で、ほっとするスペース        ６：スタッフの見守りがあり、安心できるスぺース 

７：その他（自由回答） 

 
 

１：活動場所が減る     ２：活動場所が遠くなる     ３：他施設では予約が取りづらい 

４：他施設では使用料がかかる     ５：他施設では同じ活動ができる部屋がない 

６：他施設では必要な設備・備品がない（具体的には                     があると良い） 

７：市開催の講座やイベントなどに参加できなくなる     ８：地域の衰退     ９：跡地の活用方法 

10：その他（自由回答） 

担当 （青少年の家について）  青少年会館 046-823-7630 

（ＦＭ戦略プランについて）ＦＭ推進課 046-822-9617 


